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『 気管支拡張症の炎症病態と生理を理解する 』

『 気管支拡張症に対する呼吸リハビリテーション
～気道クリアランスと運動療法～』



satoru.aizawa@insmed.com

CareNet.com非会員の医師・コメディカルの方のご視聴方法

satoru.aizawa@insmed.comまでメールにて開催日前日ま
でにご連絡をお願いします。その後、視聴URLをご連絡さ
せていただきます。メールにてご提供いただいた個人情報
は、インスメッド合同会社のホームページ記載の「プライ
バシーポリシー」（https://insmed.jp/privacy/）に則った
目的にのみ利用させていただきます。

気管支拡張症は湿性咳嗽と呼吸困難を主症状とする不可逆的疾患で、緑膿菌
の持続感染を引き起こす。慢性的な気道炎症と感染により粘液の過分泌と線
毛機能低下が生じ、病原微生物のクリアランス能力が損なわれる。炎症カス
ケードが進行し、気道組織が損傷を受けて気管支が拡張し、悪循環が形成さ
れる。治療には気道クリアランス法（ACTs）が重要で、アクティブサイク
ル呼吸法、振動呼気陽圧療法、体位ドレナージなどがある。運動療法は基盤
治療として重要で、有酸素運動やレジスタンストレーニングは喀痰移動を促
進し、運動耐容能や健康関連QOLを改善する。ACTと運動療法の組み合わせ
により、実践的で持続可能な慢性期管理が可能となる。本Webinarでは気管
支拡張症の炎症病態と生理、気道クリアランスの方法（器具を用いる方法、
用いない方法など）、気道クリアランスの自施設での取り組みや、運動療法
を含めた包括的呼吸リハビリテーションの考え方について紹介したい。

インスメッドメディカルWebinar

https://www.carenet.com/insmed_260219にアクセスしてくださいURL

CareNet.com医師会員の方のご視聴方法

※Web講演会のご予約は、開催日の1〜2週間前を目安に受付開始予定です。
※受付開始後、上記URLよりお申し込 みいただけます。
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